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当第2四半期累計期間は、円安の追い
風もあり、連結売上高は前年同期比
10％の増収となりました。特に北米で
は、消化器科、泌尿器科、呼吸器科の3

つの注力領域全てで2桁成長を実現し
ました。営業利益は705億円と前年同
期比、大幅な営業増益です。主な要因
は、前期に計上したVeran Medica l 

Technologies社関連の損失の減少に
加え、販管費のコントロールや為替の
追い風によるものです。一時的な特殊
要因である「その他の収益」および「そ
の他の費用」を除外した調整後営業利
益は851億円、前年同期比で28%増加
しました。2025年3月期の見通しにつ
いては期初から変更はありません。事
業環境は依然として不透明ではござい
ますが、状況を注視しながら適切かつ
迅速に対応し、期初の見通しの達成に
向けて取り組んでまいります。

当社は2022年と2023年にFDA*1から
警告書を受領しました。現在、複数年に
わたる総合的な品質変革プログラムで
あるElevateを実行しており、FDAから
の指摘事項への対応は順調に進捗して
います。Elevateは、規制当局に対するコ
ミットメントを果たし、さらに未来に向け
て品質文化の基盤を強化するための取
り組みです。Elevateを通じて、規制要件
を遵守するだけでなく、品質・患者さん
第一、顧客中心主義という考え方を会社
としてDNAに刻み込んでまいります。
*1 米国食品医薬品局

当社には大きな成長ポテンシャルがあ
ると考えています。成長を生み出す重
要な価値の源泉の一つがAIを活用した
インテリジェント内視鏡医療エコシステ
ムであり、データとAIの力を活用して、
臨床成果と効率性を改善することを目
指しています。加えて、新興国市場の成
長にも期待しており、現地のパートナー
とともに、内視鏡医療に関する医療従事
者のトレーニングを支援しています。ま
た、注力3領域への事業投資やM&A、デ
ジタル化への適切な投資等も重要な要
素であり、引き続き取り組みを進めてい
きます。今後も、当社がイノベーション
の創出と医療機器の幅広い提供および
アウトカムの向上に貢献する企業として
評価いただけるよう、努力してまいりま
す。引き続き、株主の皆さまの一層のご
支援を賜りますよう、よろしくお願い申
し上げます。

株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご高配を賜り、
厚くお礼申し上げます。
　この度の経営体制の変更に伴い、私が現在CEOの役割を担
い、会社を率いています。我々の経営理念である｢世界の人々の
健康と安心、心の豊かさの実現｣に従って、当社の戦略の実行と、
世界中の患者さんに不可欠な製品とサービスの提供を継続して
まいります。また、従業員が社会的責任を自覚し、誇りを持って働
ける環境づくりを進めてまいります。
　従業員、執行陣、そして取締役が同じベクトルを向き、「私たち
の存在意義」に従って未来を描き、患者さんの安全を最優先に、
イノベーション、製品、ソリューション、人材、社会への貢献などの
あらゆる面で、すべてのステークホルダーから評価される企業に
なるべく変革を加速してまいります。そして、私たちにしかできな
い革新的な医療価値を提供し続けることで、持続的な成長の実
現と企業価値の向上に努めてまいります。

2025年3月期  第2四半期累計実績および通期業績見通し  連結業績

2024年3月期
第2四半期
累計実績

2025年3月期
第2四半期
累計実績

前年同期比 2025年3月期 
通期見通し

継続事業

売上高 4,316億円 4,740億円 +10％ 10,090億円

営業利益 38億円 705億円 +1,772％ 1,760億円

調整後営業利益 665億円 851億円 +28％ 1,975億円

継続
事業

非継続
事業

親会社の所有者に帰属する
当期利益*2 2,163億円 490億円 △77％ 1,210億円

*2  2025年3月期第1四半期より整形外科事業を非継続事業に分類しています。非継続事業からの利益は継続事業と区分し、「売上高」から「調整後営業利益」までは継続事業の金額を
表示しています

総合的な品質変革プログラム
「Elevate」

2025年3月期第2四半期累計
実績と通期業績見通し

今後の成長に向けて

総合的な品質変革プログラム「Elevate」の詳細につい
ては下記ページをご参照ください

詳しくはこちらから

統合レポート2024「患者さんの安全と将来の
成長のための取り組み」

 �https://www.olympus.co.jp/ir/data/
integratedreport/pdf/integrated_
report_2024j_08.pdf

代表執行役メッセージ

経営陣と社員が一丸となって、
「私たちの存在意義」である「世界の人々の
健康と安心、心の豊かさの実現」に
引き続き専心してまいります。

https://www.olympus.co.jp/ir/data/integratedreport/pdf/integrated_report_2024j_08.pdf
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2025年3月期の主なトピック

事業拡大と 
グローバル展開

インテリジェント 
内視鏡医療 
エコシステム

新興国市場における内視鏡医の育成支援
および医療基盤強化への貢献

インテリジェント内視鏡医療エコシステムの
主な進捗

当社の成長ドライバーであり、グローバル展開の機会でもあるのが新興国市場です。新興国では、
人口の急増や経済成長に伴う所得の増加によるライフスタイルの変化、医療インフラの拡充等に
より医療機器の需要が拡大しています。一方、新興国では内視鏡医の不足が課題です。そこで当社
は、内視鏡医の育成活動への投資を強化していきます。新興国の売上割合はまだ大きくないもの
の、ここ数年の年平均成長率は20％と非常に高く、今後も高い成長が期待できます。

内視鏡医療をリードするメドテックカンパニーとして、オリンパスはデジタル技術を活用することによっ
て、患者さんやお客様のために、インテリジェント内視鏡医療エコシステムの構築を進めています。
　インテリジェント内視鏡医療エコシステムの商業化に向けた進捗の一つとして、クラウド型AI内視鏡
画像診断支援システムについて、1製品が米国FDA認可、3製品がEU MDR*2認証を取得しました。現
在、当社では欧州の5つの病院と共同開発を進めており、初期のソリューションに関して顧客から良好
なフィードバックをいただいています。インテリジェント内視鏡医療エコシステムは、オリンパスの内視
鏡医療の幅広いポートフォリオの可能性を高め、相乗的な価値を最大限に実現すると考えています。

消化器内視鏡の出張検査の支援を通じてインドの医療水準向上に貢献

急激な経済発展と人口増加が進むインドでは、が
んの検診・治療のインフラや専門医が不足してお
り、とくに農村部に住む人々は、体に不調があって
も検査を受けることが難しい現状があります。オリ
ンパスはその課題解決の一端を担うべく、病院と
協業して、内視鏡検査装置を車に乗せて村々を巡
る、出張検査プログラムを推進しています。

インド

*1 2023年9月時点。一般公表データより当社作成

人口10万人あたりの内視鏡医数*1

タイ 3.1人

マレーシア 1.8人

ベトナム 1.1人

インド 0.7人

フィリピン 0.4人

インドネシア 0.2人

［参考］ 日本 28.2人

［参考］ アメリカ 4.7人

［参考］ 中国 3.4人

医療分野における新興国市場の売上成長推移
 中南米    中東・アフリカ    インド    その他のアジア新興国

2021（FY） 2022 2023 2024

（千米ドル）
400,000

0

100,000

200,000

300,000

約5%

世界全体の 
売上高に占める 
新興国市場の割合

約20%
CAGR from  
FY2021  

*2 欧州医療機器規則
（注）医薬品医療機器等法未承認品など、一部地域における未承認、未発売の技術を含む製品、デバイス情報が含まれております　

私たちのビジョン

現在の課題
手作業による 
厳密な管理

コスト圧力が高まる 
在庫とサービスの管理

患者さんの 
安全の最適化

一貫した内視鏡検査に 
対する標準指標の欠如

改善余地のある 
ワークフロー

レポート作成に 
時間がかかる

意思決定にかける 
時間不足

すべての症例に対して 
最適な評価を行うための 

時間が足りない

目指す顧客のメリット
ワークフローを合理化し、 

事務作業を 
削減することにより 
効率性を改善

AI搭載ツールの 
支援による 

内視鏡検査の標準化

コスト効率化と
最適な機器活用を推進し、

持続的に進化

手技の前後・手技中の 
データに基づいた 
分析支援により、 

より適切な意思決定を実現

デジタル製品

ワークフロー管理

内視鏡検査のワーク 
フローに沿って 
作業を自動化し、 
管理業務を最小化。 

レポート作成の質を高める

インサイト／分析支援

評価指標を可視化し、
内視鏡検査の

質の改善を目指す

資産管理

データをシームレスに 
活用し、機器の安定的・ 
効率的な稼働と

稼働時間の向上を目指す

CAD/AI

内視鏡検査における 
病変検出と判定を支援

統合レポート2024「新興国市場」
 https://www.olympus.co.jp/ir/data/integratedreport/pdf/integrated_report_2024j_15.pdf

詳しくはこちらから 「長期的かつ持続可能な成長を実現する戦略的な価値の源泉」の取り組みの進捗については下記ページをご参照ください
統合レポート2024「経営戦略とその進捗」

 https://www.olympus.co.jp/ir/data/integratedreport/pdf/integrated_report_2024j_07.pdf

統合レポート2024「インテリジェント内視鏡医療エコシステム」
 https://www.olympus.co.jp/ir/data/integratedreport/pdf/integrated_report_2024j_13.pdf

決算説明会プレゼンテーション資料「2025年3月期 第2四半期 連結決算概況」（Page 6、7）
 https://www.olympus.co.jp/ir/data/brief/pdf/03_presentation_Q2FY2025_jp.pdf#page=6

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら

長期的かつ持続可能な成長を実現する戦略的な価値の源泉である、①事業拡大とグローバル展開、②戦略的
M&A、③ケア・パスウェイの強化、④インテリジェント内視鏡医療エコシステムの中で、主なトピックを2つ
ご紹介させていただきます。
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業績の推移 事業別の概況

負債・資本合計

24年3月末 24年3月末24年9月末 24年9月末

15,000

9,000

6,000

3,000

12,000

18,000

15,000

9,000

6,000

3,000

12,000

18,000

0 0

15,342

13,666

7,339

8,003

6,571

15,342

4,317

3,453

7,572

13,666

7,031

4,196

2,440

7,096

■ 流動資産　■ 非流動資産　 ■ 流動負債　■ 非流動負債　■ 資本

資産合計
内視鏡事業

2025年3月期 第2四半期累計実績

治療機器事業

*1 「売上高」と「調整後営業利益および調整後営業利益率」の数値は、継続事業の数値を記載しております
*2   調整後営業利益は営業利益から「その他の収益・その他の費用」を差し引いた数値を記載しております

売上高

1,750億円
調整後営業利益*2

327億円

売上高

2,987億円
調整後営業利益*2

715億円

24/3期

5,866 

1,331

25/3期 24/3期 25/3期

2,709
587 715

2,987

6,450
（予想） 1,745

（予想） 3,373

570

1,597
261 327

1,750

3,630
（予想）

620
（予想）

24/3期 25/3期24/3期 25/3期

売上高 
（単位：億円）

調整後営業利益
（単位：億円）

24/3期

5,866 

1,331

25/3期 24/3期 25/3期

2,709
587 715

2,987

6,450
（予想） 1,745

（予想） 3,373

570

1,597
261 327

1,750

3,630
（予想）

620
（予想）

24/3期 25/3期24/3期 25/3期

売上高 
（単位：億円）

調整後営業利益
（単位：億円）

■ 通期　■ 第2四半期累計

継続事業 継続事業 非継続事業

継続事業

その他の
治療領域

泌尿器科

消化器科 
処置具

外科内視鏡

呼吸器科

医療サービス

消化器
内視鏡

治療機器事業

37%

内視鏡事業

 63%

■ 通期　■ 第2四半期累計

25/3期24/3期

8,000

2,000

4,000

6,000

12,000

10,000

800

400

1,600

1,200

2,000

20

10

30

0

9,258

4,316

10,090
（予想）

4,740

25/3期24/3期
0

2,000

1,000

3,000

00

1,513

16.3％

665

1,975
（予想）

1,210
（予想）

19.6％
（予想）

851

25/3期24/3期

2,426

2,163

490

親会社の所有者に帰属する　　
当期利益売上高*1 

調整後営業利益および　　　
調整後営業利益率*1,*2 

（単位：億円） （単位：億円） （単位：億円）

2025年3月期 第2四半期累計
連結売上高

4,740億円

財政状態 
（単位：億円）
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株主還元の考え方

企業情報サイトのご案内

「サステナビリティ」
ガバナンス・社会・環境側面の詳細なデータ
を掲載しています

「統合レポート2024」

経営戦略の進捗
やオリンパスの
目指す姿、コーポ
レートガバナン
スの状況を解説
しています

「オリンパスの医療分野」

当社医療分野の
強みや基本的な
知識を紹介して
います

「おなかの健康ドットコム」

おなかにまつわるさまざまな病気を紹介
するとともに、がん検診制度や内視鏡検査
について解説しています

https://www.olympus.co.jp/ir/data/
medical.html

https://www.olympus.co.jp/ir/data/
integratedreport/2024.html

https://www.olympus.co.jp/csr/ https://www.onaka-kenko.com/

〒192-8507 東京都八王子市石川町2951
042-642-2111（代表）　https://www.olympus.co.jp

（証券コード：7733）

当社は、株主価値向上および、株主の皆さまのご期待に応えるため、下記の方針に基づき、キャピタルアロケーションを行っておりま
す。安定した財務基盤の確保を前提とし、成長領域への投資に優先的に活用した上で、安定的な株主還元を実施することを基本方針
としています。今後もこれまでと同様に安定的かつ段階的な増配を目指し、運転資金および投資のための十分な手元流動性を確保
した上で、余剰資金がある場合には、さらなる自己株式の取得を検討してまいります。なお、2025年3月期は2024年11月までに
1,000億円の自己株式の取得を完了しています。今後もオリンパスの持続可能性を高めるとともに、株主の皆さまに最大限のリ
ターンを提供することを念頭に、資本の配分を行ってまいります。

株主還元の推移

24/3期 25/3期19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期
7.5 10 12 14 16

500

300

1,800

1,000

18 20

（予定）

株主総利回り（％） TOPIX（配当込み）（％） 総還元性向（％）
1株当たり配当額（円） 自己株式取得（億円）

190
197

91

131 139

83

49

196

101

198192

131

129100

100

（注）2020年3月期以前の配当額についても株式分割を行ったと仮定した金額にて記載

• 収益性の高い既存事業への投資
• 成長機会への戦略的な投資

成長ドライバー
への投資

中長期的な業績を考慮しながら、安定的かつ段階的に増配

投資機会と資金状況に応じて、機動的に自己株式の取得を実施
株主還元

自己株式取得

配当

優先

「JPXプライム
150指数」
に選定

https://www.olympus.co.jp/ir/data/
https://www.olympus.co.jp/ir/data/
https://www.olympus.co.jp/csr/
https://www.onaka-kenko.com/
https://www.olympus.co.jp
https://www.olympus.co.jp/ir/data/integratedreport/2024.html
https://www.olympus.co.jp/ir/data/medical.html



